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　「
消
防
団
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
。「
消
防
」

と
名
が
つ
く
の
で
火
災
の
時
に
だ
け
活
動

す
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
地
域
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
そ
の
知
ら
れ
ざ
る
消
防
団
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か

　
消
防
団
の
活
動

2 年程前、管轄する地区が台風で冠水し、年
配の方を避難させた時に言われた「ありがと
う」の言葉。それを胸に消防団活動に取り組
んでいます。父親や叔父さんが消防団で活動
する姿を見て、地域住民が安心して生活でき
るために自分も役に立ちたいと思い入団しま
した。入団してさまざまな人と出会い、交流
する中で、地域の事を知り、どんどん好きに
なっています。消防活動を通して地域住民に
頼られる存在になることを目標にこれからも
頑張っていきます。

　　　　　　　日向市消防団第１分団第１部
　　　　　  江藤　文哉 さん

団長

日向市消防団組織図（令和元年10月１日現在）

ラッパ隊

副団長

女性消防部

分団（１～ 10）
（分団長）

部（43ヶ部）

団員数　　　　920 人
女性消防団員　  23 人

火
事
だ
け
じ
ゃ
な
い

消
防
団

消
防
団
の
組
織
と

消
防
団
員
の
立
場

　
消
防
団
と
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
い

て
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
、
非

常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と
い
う
立
場

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
向
市
消
防
団
に
所
属
す
る
団

員
の
う
ち
、
お
よ
そ
77
㌫
が
会
社
勤
め
の

人
た
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

団員の多くが会社勤めの人

【就業形態別団員数】　
火
災
現
場
で
の
消
火
を
は
じ
め
、
地
震

や
風
水
害
・
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害
時
に

お
け
る
救
助
・
救
出
、
警
戒
巡
視
、
避
難

誘
導
、
火
災
防
御
の
ほ
か
、
行
方
不
明
者

の
捜
索
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
】

▼
火
災
消
火
活
動

　
火
災
発
生
時
は
、
消
防
機
庫
に
あ
る
消

防
車
両
で
現
場
に
出
動
し
消
火
活
動
や
消

防
署
職
員
の
後
方
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
風
水
害
・
土
砂
災
害

　
消
防
車
両
で
避
難
広
報
活
動
や
地
元
の

警
戒
、
被
害
へ
の
対
応
を
し
ま
す
。

▼
行
方
不
明
者
捜
索

　
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
や
水
難
事
故
な
ど

に
よ
る
捜
索
を
行
い
ま
す
。

非
常
時
の
活
動

非常時の活動のようす

行方不明者が出た場合、多くの消防団員が出
動し、一斉に捜索を行います。

台風や大雨などで河川の氾濫の恐れがある場
合などには警戒にあたります。

当社には、31名の消防団員が在籍して
おり、消防活動における訓練などに精

励しています。2年前、社員寮で火災が発生
した際に、最後まで現場に残ってくれていた
地元の消防団の存在はとても大きなものでし
た。当社は、日本ハムグループとしてこれま
でも地域貢献活動を推進してきましたが、こ
のような取り組みを通して社員の地域活動に
理解を深め、積極的に応援していきたいです。

消防団はとても大きな存在

日本ホワイトファーム㈱
宮崎事業所　事業所長

不
可
欠
な

企
業
・
家
族
の
理
解

　
災
害
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
発
生
し
ま
す
。

団
員
の
多
く
が
会
社
勤
め
の
団
員
で
あ
る

本
市
に
お
い
て
は
、
消
防
団
の
活
動
を
理

解
し
、
応
援
し
て
く
れ
る
企
業
や
家
族
の

存
在
が
不
可
欠
で
、
そ
れ
が
あ
っ
て
初
め

て
地
域
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大津　直樹 さん

その他

学生

家族従事者

自営業者

被雇用者
被雇用者
（76.9％）

自営業者
（16.6％）

家族従事者
（2.8％） その他

（3.6％）

学生（0.1％）

「ありがとう」の一言のために

いざと
いうとき
消防団


